
「ICHバンドル導入後の現状と課題」の
研究を行っています。

この研究に関する科学的・倫理的妥当性については、当院の「臨床研究審
査委員会」で審議され、その実施について病院長より許可を得ています。この
研究の実施期間は、2025年5月から2026年3月までを予定しています。

【研究の意義・目的】

当院では脳卒中を疑った患者に対して、検査を早急に行い、最短で治療開
始が出来るような脳卒中スクランブル体制を導入しています。その中で、脳出
血と診断された対象患者において、2024年度からICHバンドルを使用して、早
急に治療が開始できるような取り組みが開始されました。

【研究の対象】
小倉記念病院において2024年4月から2025年3月の間に、脳出血の患者さ
んを対象としています。
対象者となることを希望されない方は、下記連絡先へご連絡下さい。

【研究の方法および情報の取扱い】

対象の事例ごとに画像検査、薬剤治療、血管内治療など行った症例を集計
します。通常の診療の範囲内で得られた情報を研究対象とするので、患者さ
んに日常診療以外の負担が生じることはありません。

【利益相反について】

この研究は特定の研究者や企業の利益の為に行うものではありません。ま
た、この研究により患者さんの利益（効果や安全性など）が損なわれることも
ありません。

【連絡・問い合わせ先】

この研究や個人情報の取扱いに関するご質問やご相談等がありましたら、
下記の連絡先までお問い合わせください。
小倉記念病院 外来1 担当者 小田 彩乃
〒802-8555 北九州市小倉北区浅野三丁目２番１号
電話 093-511-2000（代）
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